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令和７年度町政懇談会意見交換要旨 

【目 的】町長が各自治会に出向き、テーマに沿って意見交換を行い、今後運営に資するもの 

【期 間】令和７年 10月 18日(土)～12月７日(日) 10日間 

【テーマ】「豊能町の健康と福祉」 

【対 象】町内自治会   【参加人数】２１０名 

 

意見交換要旨 

 意  見  ・  要  望 回           答 

１ 

コミュニティカーシェアリングにつ

いて、運営費等に対する町からの補助

はないのか。町からの補助があれば利

用促進が進むのではないか。 
 

車両購入費や維持費に対する補助を実施

している自治体もありますので、参考にし

ながら検討していきます。 

２ 

地域包括支援センターが業務委託に

なるとのことだったが、何が変わるの

か。 

今日の資料で初めて知る部分が多か

ったので、さらに情報提供を行って欲

しい。 
 

原則はこれまでと変わりませんが、夜間対

応や休日対応、人材確保など、町で運営し

ていた際のウィークポイントを補うこと

ができると考えています。 

今後も引き続き積極的な周知に努めてい

きます。 

３ 

老人クラブについて、連合会に入って

いない地域も多いが、働きかけを町か

らお願いしたい。 

このままでは、地域の力を引き出せな

いことにつながる。民生委員や社協に

も橋渡しをして欲しい。 
 

町老連と単位クラブの関係が希薄になっ

ており、課題と感じています。町から単位

クラブに積極的に情報提供を行うなどの

方法も含めて検討していきます。 

４ 

通いの場とはどういうものなのか。 
 

介護予防の一環であり、地域の人に自宅を

活用し集まってもらい、百歳体操や脳トレ

などを通して交流を図り、介護予防につな

げる仕組みで、現在、東地区には通いの場

がないため、興味を持っていただける方が

いれば、地域に入って話をしていきたいと

思います。 
 

５ 

免許返納が多くなってきている。 

お出かけくんの様な、利用しやすいも

のを作ってほしい。 

移動販売車、志野の里で作ってもらっ

て利用できるようにしてほしい。地域

の商店に補助を出して担ってもらう

免許返納者の移動については、まずは、デ

マンドタクシーを利用いただくようお願

いします。 

介護認定を受けられた方については、おで

かけくんを利用してもらい、買い物などで

も利用していただき、移動販売車について
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ことも行ってほしい。 
 

は、生協などを利用いただき、実現につい

ては検討していきます。 
 

６ 

高齢になると生協の利用もしにくく

なる。 

移動についても利用しにくくなって

いる。バスの利用については帰りの時

間帯が無くなり、昼間の時間帯も利用

しにくくなっている。利用しないとな

くなっていくので、利用してもらうよ

うなＰＲもどんどんやっていってほ

しい。 
 

デマンドタクシーの制度がありますが、利

用いただけていないこともありますので、

併せて周知を行っていきます。 
 

７ 

朝、夕に大型トレーラーが走ってい

る。自粛をしてほしい。 

上音羽から余野に向かっての利用も

違法だと思う、朝、夕、先導者も付い

ていないものが走っている。走るなと

は言えないが、せめて通学時間帯は走

らないようにしてほしい。 
 

池田土木事務所に申請が出ているかを確

認し、対応していきます。 
 

８ 

高齢化率が上がり、少子化になってい

く、財政状況は、成り立っていくのか。 

人口規模に合わせた形での事業を行って

いきたいと考えています。 

公共施設再編などは、３万５千人を目指し

ていた事業から１万５千人を目指した事

業に見直しを行っています。 

施設の見直しを行って、複合化をしていき

ます。教育面からは、義務教育学校の整備

により再編したところです。 
 

９ 

バスの減便について、森町から箕面萱

野までは、バスが走っているので、こ

こから森町までのバスを走らせても

らえれば利用しやすい。 

 

 

池田行きは、２時間に１本走っており中

止々呂美で乗り継ぎができます。その間

の時間帯については、デマンドタクシー

を走らせており、１時間おきには、中

止々呂美に出れるようになっています。

夜の便については、今後の課題と考えて

います。 
 

１０ 

西地区については、箕面萱野便もあ

る、その便に合わせたらいい。電車も

あるので、無駄な便になっていると思

っている。 
 

医療、スーパー、公共交通は、行政が直接

行うことはできず、課題がいろいろとあり

ます。乗務員不足もあり、なかなか難しい

問題となっています。 
 

１１ 

池田便は、廃止にして、他の便にまわ

したらいいのではないか。 
 

町としては、全体の運行を見てやっていき

たい。箕面萱野便も２便に減便されていま

す。回送便も有効に利用できないかバス事

業者に交渉していきます。 
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１２ 

戸知山に残土を持って行ってるが、何

か使うことはあるのか。 
 

公共施設の整備を行っておりますが、施設

の高さを合わせるために残土の利用がで

きないか考えています。詳細が決まれば改

めて報告します。 
 

１３ 

人口減少の空き家問題については、ど

う考えているのか。 

 
 

町内の空き家については、人口を呼び込む

施策を行っています。移住補助金や除却補

助金の制度を行っており、利用実績も出て

います。 

義務教育学校の整備、地域の活性化、賑わ

いづくりをやっていき、制度の周知も併せ

てやっていきます。 
 

１４ 

認知症伴走型相談支援拠点整備の件

数は、どれくらいあるのか。 
 

事業者にお願いしているところですので、

全ての利用状況は把握できていませんが、

なかなか利用してもらえていないと聞い

ています。認知度が低い状況にあり、広報

が足りないのではとの声もありましたの

で、今後は周知方法を考えていきます。 
 

１５ 

国保診療所では、夜の診療ができてい

ないので、夜の診療ができれば、利用

することもできると思うが、どうか。 

夜診療については、今のところできており

ませんが、予約も行えるので利用をお願い

します。 

公共施設再編整備で新しい診療所も整備

する予定となっていますので、利用しやす

い施設にしていきたいと思います。 
 

１６ 

診療所は、毎日診療ができるので、あ

りがたい。何かあった時には、特定健

診などのデータを利用して診察を受

けることもでき、阪大病院、池田市民

病院などを紹介してもらえるので安

心である。 
 

何かあった際には、池田市民病院を紹介さ

れて安心したとの声も聞いています。身近

な診療所として、歯科も設置しております

ので、今後も受診をお願いします。 

１７ 

熊の出没については、足跡などの確認

は取れているのか。１頭なのか何頭い

るのかデータがとれると思うがどう

か。 
 

足跡までの確認は、取れていません。高槻

の方では、養蜂場が被害にあっているの

で、熊がいると考えます。 

熊の目撃情報があれば現地確認を行って

おり、本町では、公用車のドライブレコー

ダーで確認できた１件のみで、その他の情

報では、痕跡や農業等の被害や通報もあり

ませんでした。 

目撃情報の頭数は、１頭ずつであり、同一

の個体かも不明の状況です。 
 

１８ 

熊は、まだ少ないが、鹿、イノシシの

個体数の対策を行わないと農家の悩

みとなっている、絶対数を減らす対策

町での対策には限界があり、国にも対策を

行ってもらうなど、要望を行っていきま

す。 
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をしてほしい。電柵などでは、限界が

ある。 

今後は、個人の対策と地域で取組む獣害対

策を考えていくため、３月に専門家を招

き、取組みの紹介と地域の方々への意識向

上を図る予定をしています。 
 

１９ 

箱わなは、町でどれぐらいあるのか。 

絶対数が足りない。捕まると罠が壊れ

て使えなくなり、町の補助金などのフ

ォローがあれば、対策を行う人もでて

くるのではないか。 
 

箱わなは、シカ・イノシシ用で 29台（うち

貸出用は、２台）、アライグマ用は、12 台

と年度内に６台を追加購入する予定です。 

２０ 

コミュニティーセンターと体育館の

利用は、建築基準法などの違反によ

り、施設が使えない状況であるので撤

去してほしい。 
 

施設の取壊しについては、利活用の検討を

行った後に考えていきます。まずは、法律

面などをクリアし利活用を進めていきま

す。 

現在、現指定管理者とその協力事業者の間

で旧校舎棟並びに体育館棟を改修し、活用

する計画があり協議中です。ある程度公表

できる段階まで来ましたら、地元（自治会）

へも報告にまいります。 
 

２１ 

ほ場整備後に高山小学校の体育館を

野菜の保管場所に使用できるように

するなど、今後の利活用について進め

てほしい。 
 

施設の利用については、民間企業に参入し

てもらえるよう、地元の理解をいただきな

がら進めていきます。 

２２ 

町道高山木代線の拡幅工事について、

一年繰り延べの話があったが、令和８

年度に行えるように予算要求をお願

いしたい。 
 

来年度の予算に反映できるよう検討して

いきます。 
 

２３ 

おでかけくんが町外に行けなくなっ

たのはなぜか。池田市、箕面市、川西

市の病院に行きたい。 

以前は、近隣の公立病院へも利用可能とし

ていましたが、ニーズが高くなり、一件一

件の移動時間が長時間となった事や、運転

手の人手が足りない状況等により、現在、

町内の運行に限定しています。病院が行っ

ている送迎や、介護タクシーを利用いただ

き、介護タクシーであれば箕面病院まで利

用すると運賃の一部としておでかけくん

のチケットを使用することもできますの

で、検討をお願いします。 
 

２４ 

おでかけくんの台数を増やすことは

できないのか。 

おでかけくんの増便については、考えてい

きます。増便となると陸運局の許可を得る

のに地域公共交通会議に諮る必要もあり

ますので、少し時間がかかるが考えていき

ます。 
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２５ 

見守りサポートの周知はどのような

形で行っているのか。もっと積極的に

行って欲しい。 
 

広報で周知するとともに、チラシも配布

しています。今後も周知を図っていきま

す。 

２６ 

阪急バスは池田行きが朝の 8 時台が

なくなったため、7時台のみになって

しまった。働く人にとっては大変であ

り、グランドパスを使いたくても使え

ない。また、7時台のバスは混んでお

り全然座れない。 
 

バスの乗務員不足のため、他の地域では黒

字路線でも減便、廃止となっている路線も

あり、町内の赤字路線も減便、廃止となっ

ている状況にあります。皆さんに少しでも

バスに乗っていただき、また、デマンドタ

クシーについても移動手段として積極的

に活用いただくようお願いします。 
 

２７ 

通院や池田、箕面に行くにも交通が不

便である。また、国保診療所には送迎

がない。 

身近な診療所として、歯科も設置しており

ますので、今後も受診をお願いします。 

東地区の医療の拠点でありますので、守っ

ていきたいと考えておりますが、交通施策

と同様で、利用いただかないと継続が難し

いと感じています。 
 

２８ 

整形外科、歯医者の誘致はできないの

か。 

整形外科が町内に無くなったのは大きな

課題と認識しています。誘致に向けて動い

ていますが、難しいのが現状です。引き続

き、開院していただけるよう努めていきま

す。 
 

２９ 

高齢者対策と一緒に財政も維持でき

る仕組みも考えていかないと、事業が

維持できなくなるのではないか。 

交通、医療、生鮮食料品の３つは、町づく

りには絶対必要になると考えており民間

の協力が必要です。また、それ以外では行

政が直営でできるのではないかと考えて

います。介護保険の基金が、約１０億あり、

これから介護保険サービスを受ける方が

増えてくる予想をしており、将来の保険料

の負担が急激に上がらないようにするた

めにサービスの財源に充てていきたいと

考えていますので、財源は確保できていま

す。 
 

３０ 

健康寿命が高い町のＰＲを行ってい

き、若い世代の転入を進めていってほ

しい。 
 

町は、ＰＲが下手な部分もあるので今回の

意見を聞かせていただきＰＲを行ってい

きます。 
 

３１ 

若い世代を増やすには、暮らしやすい

ことが必要であり、整備が整っている

ところを見せていかないと転入して

こない。 

町の総合計画の中で定められている１万

５千人を維持する施策を行っていきたい

と考えています。具体的な施策としては、

高校通学費補助、中学校給食無償化、来年

度からは、全国で行われますが、小学校給

食の無償化を行います。若年層の転入に補

助金を出すなどの施策を行っております
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が、しっかりとＰＲをしていきます。 
 

３２ 

自治会からの要望で、令和７年７月に

自治会の方で地域公共交通のアンケ

ートを全戸配布した。一番多かった意

見が、スクールバスの関係、次に、阪

急バス、能勢電車、阪急電車、ハニタ

スと、いろいろな意見があった。阪急

バス、能勢電、阪急電車へは、民間企

業なので町としても交渉をしていた

だいていますが、利益重視のところも

あり厳しい部分もあると思う。ハニタ

スに関しては、８５％の方が知らな

い、使ったことがない。とのことで認

知度がなかった。実証実験の結果がま

だ出ていないので、何か問題点があっ

たのか知らせてほしい。 
 

能勢電車については、２０年前の一日の乗

降客数は、約１万２５００人、令和４年度

では、約５，１５０人となっており、６０％

減となっております。山下駅で折り返し運

行になりましたが、１０分ヘッドで運行し

ていただいているのが、能勢電車の状況で

す。１０分ヘッドを何とか守っていかなけ

ればならないと思っておりますので、昨年

も申し上げましたが、普段は車の移動だと

思いますが、何回かに一度は、能勢電車に

乗っていただくと維持に繋がるのではと

思っております。 

解決策は中々ありませんが、転入促進を行

いながら利用者を増やしていきたい。ま

た、逆方向についても人が利用できる施策

はないかということで、妙見口の駅前で活

性化についても取り組みを進めています。

特効薬はありませんので、皆さんに日頃か

ら能勢電車を一回でも多く乗っていただ

きたい。 

阪急バスについても乗務員不足が深刻化

しています。豊能西線については、３，５

００万円の補助金を払っておりますが、町

からの補助金額の問題ではなく、乗務員が

いない。豊中、吹田の黒字の路線でも廃線、

減便を行っている状況です。これも特効薬

はありませんので、一度は乗っていただく

ようにお願いし、能勢電車、阪急バスに要

望を行いながら交通の確保に努めていき

たいと思っています。 

ハニタスについては、町ホームページ、広

報とよの 10 月号に掲載させて頂いており

ますので、よろしくお願いいたします。 
 

３３ 

スクールバスについては、９月議会で

予算が付いて、先ほど町長からも１年

生については、バスを走らせますとの

ことでしたが、自治会としても希望

は、全小学生に対するスクールバスの

運行が希望です。予算、定員の関係で

厳しいことは、ある程度、理解してい

ますが、少しでも、３年生、下級生を

対象に、新光風台だけの問題ではな

く、吉川地区の子どもの事も考えて頂

ければと考えています。 

とよの西学園までの通学距離は、一番遠い

場所でも国の基準である小学校４㎞、中学

校６㎞という国の基準を満たしている点

から、基本的には徒歩による通学、場合に

よっては公共交通機関による通学も認め

るという方向で調整していました。 

しかし、路線バスのダイヤが改正され、学

校の始業時間に合致する路線バスがなく

なったこと、元々、学校が近いから新光風

台に居住することを選択したにもかかわ

らず、通学距離が遠くなってしまった方々
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 がいらっしゃることを考慮し、今後のまち

づくりの観点から、特に保護者のご不安が

大きい小学校１～２年生を対象として、ス

クールバスを導入することとしたもので

す。 
 

３４ 

コミュニティカーシェアリングが話

題になっていますが、今の情報では、

ＮＰＯ法人の運行は厳しいと思って

おります。講演会を聞いて自治会とし

ての意見を述べたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 
 

カーシェアリングをやってみようという

方もおられますので、実施に向けたサポー

トを行っていきたいと思っています。 
 

３５ 

とよの西学園のスクールバスについ

て、新光風台に住んでいる１年生から

２年生まではスクールバスが出ると

聞きましたが、その基準はあるのか。

授業開始時間は早まり、８時２０分ス

タートと聞きました。通学に１時間か

かるので、７時２０分に家を出ないと

いけなくなるが、どう思われるか。町

が財政難であるのは理解するが、お金

がかからない方法でどうしていくの

か、町長と教育委員会が話し合うこと

が大事だと思う。お金がないのであれ

ば、シートス、幼稚園のバスを利用し

て、停留所を２回まわると全小学生が

乗れると思うが、この様な提案を考慮

してもらえないのか。 

熊などの野生動物との遭遇もありま

す。登校班ができるようだが、見守り

の人はボランティアで立っているた

め、見守りが行われるのか分からない

のが不安である。 

ランドセルに関しても毎日は重いの

で、リュックに変更するなどの考慮を

してほしいと思う。 

夏の暑い中、一時間もかけて通学でき

るのか、学校に着いた時には、疲れて

何もできない、何をしに学校に行って

いるのかと思うので、できれば、全学

年スクールバスを出してほしい。 
 

とよの西学園までの通学距離は、一番遠い

場所でも国の基準である小学校４㎞、中学

校６㎞という国の基準を満たしている点

から、基本的には徒歩による通学、場合に

よっては公共交通機関による通学も認め

るという方向で調整していました。 

しかし、路線バスのダイヤが改正され、学

校の始業時間に合致する路線バスがなく

なったこと、元々、学校が近いから新光風

台に居住することを選択したにもかかわ

らず、通学距離が遠くなってしまった方々

がいらっしゃることを考慮し、今後のまち

づくりの観点から、特に保護者の不安が大

きい小学校１～２年生を対象として、スク

ールバスを導入することとしたものです。 

幼稚園バスについては、教育委員会に申し

ておりますが、幼児の仕様になっているた

め利用できないとのことでありましたの

で、細かい部分につきましては、教育委員

会と話をして自治会にお答えさせていた

だきたいと思います。 

スクールバス全体として、町としては引

き続き検討していかなければならないと

思っておりますが、令和８年４月１日は、

１、２年生のみがスクールバスということ

で教育委員会と調整しております。それ以

上のことについては、今後、検討していき

ます。 
 

３６ 

スクールバスの問題は、教育委員会の

問題だということですが、真面目に考

えて頂いているのかということがあ

る。机上で考えているだけで、現場を

スクールバスの問題等については、教育委

員会とも町長として話をして、町づくりを

進めていきます。 
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見て考えている、教育委員会が責任を

持ってやるというのが、町長がどれだ

け言えるのか分かりませんが、将来の

町を考える上でポイントになると思

います。ここに来ると暮らしやすい、

学校教育は大切なことで、いかに構築

していくか大きなチャンスだと思い

ます。住民側が納得できるような説明

を教育委員会に言っていただきたい。 
 

３７ 

今後、若年層の人口がどんどん減少し

ていくため、現状の問題に対する対策

でなく、若年層の人口を増やすために

将来を見据えた取組が必要ではない

のか。 

これまでも、給食費や乳幼児医療の無償化、

家屋除去費用や空き家の家財道具処分に対

する支援、通学費補助、移住就職応援支援金

などを実施しており、今年度からは新婚世

帯への補助、妊婦へのタクシー代補助、Ｕタ

ーン補助なども始めております。ときわ台

地区では住宅の入れ替わりが見られ、その

影響から吉川小学校では新入生が増加して

います。特効薬があるとは考えていません

が、財政状況を踏まえながら今後も対策を

進めていきます。 
 

３８ 

以前の豊能町の魅力は教育だった。来

年度から小中一貫校も開校するので、

教育で町の魅力を高めて欲しい。 

厳しい財政状況ではありますが、教育委員

会とも連携を図りながら、教育について魅

力を高めていけるように取り組んでいき

ます。 
 

３９ 

おでかけくんは町内しか使えないと

聞いている。箕面病院まで使えるよう

にして欲しい。 

以前は、近隣の公立病院へも利用可能とし

ていましたが、ニーズが高くなり、一件一

件の移動時間が長時間となった事や、運転

手の人手が足りない状況等により、現在、

町内の運行に限定しています。病院が行っ

ている送迎や、介護タクシーを利用いただ

き、介護タクシーであれば箕面病院まで利

用すると運賃の一部としておでかけくん

のチケットを使用することもできますの

で、検討をお願いします。 
 

４０ 

要介護者を対象としたリフォーム補

助の制度はないのか。 

介護保険制度の中で住宅改修費に対する

補助制度があります。詳細については、地

域包括支援センターにご相談をお願いし

ます。 
 

４１ 

新しい道路の計画等があれば教えて

欲しい。 

光風台４丁目から大和団地に抜ける道に

ついては、川西市との協議が整えば整備で

きる状況であり、歩行者及び自転車利用者

は現在、通行できる状況です。 
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４２ 

新光風台から一庫ダムに下りる土地

の活用はどのように考えているのか。 
  

現在のところ、活用の予定はありません

が、今後も利活用に向けて検討をしていき

ます。 
 

４３ 

地域包括支援センターの配置基準を

教えて欲しい。地域包括支援センター

に相続などの専門的な相談ができる

場所を作って欲しい。 
 

原則は中学校区に１箇所ですが、豊能町は

面積が狭いため１箇所となっています。保

健福祉センターに配置しております。地域

包括支援センターになるのか、社会福祉協

議会になるのか、町になるのかは別として

今後検討していきます。 
 

４４ 

町内の病院が減っている。整形外科な

ど病院を増やして欲しい。 

整形外科が町内に無くなったのは大きな

課題と認識しています。誘致に向けて動い

ていますが、難しいのが現状です。引き続

き、開院していただけるよう努めていきま

す。 
 

４５ 

近隣の自治体と広域で高齢化につい

て検討する場に参加したことはない

のか。別の地域では実際にあると聞い

ている。 

大阪府の南部ではそのような事例はある

が、北部ではありません。ただ、個人的に

はそのような取り組みの必要はあると考

えており、消防、図書館などは既に広域で

取り組んでいます。これからも費用対効果

等を踏まえて、広域連携を積極的に進め、

住民サービスが低下しないように努めて

いきます。 
 

４６ 

自治会館の建て替え問題について、補

強費用も建て替え費用とそれほど変

わりがなく、どちらの方法も多額の費

用が必要である。光風台には廃校とな

る学校はないが、学校の跡地を利用す

ることは可能か。また、公共施設再編

の中で自治会が使用できる部屋を設

置してもらえるのか。 
 

建て替え等に対する町の補助金は 1,000万

円が上限です。義務教育学校の建設や公共

施設再編などの大型事業に注力している

こともあり、上限を変更することは難しい

と考えています。 

公共施設再編の中であらゆる可能性につ

いて検討していきたいと思います。 

４７ 

西地区の公共施設再編が整備される

のは何年後か。 

早くて令和１２年度頃を考えている。な

お、吉川や切畑のようにもともと公共施設

であった建物を自治会館として活用した

事例もあるので、いろいろな可能性を含め

て検討していきたいと思います。 
 

４８ 

防犯カメラは設置から７年が経過し

ており、付替えの時期となっている。

経費としては７０～８０万円かかる

が、全額自治会で負担するのではなく

町でも負担してもらえないか。 
 

財政上の問題もありますので、今後、検討

していきます。 
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４９ 

町内には若者と高齢者の交流の場が

ないので、公共施設再編の中で作って

欲しい。 

また、ユーベルホールの今後について

教えて欲しい。 

公共施設再編については、減少している人

口規模に合わせてダウンサイジングする

必要があるため再整備し、これまで利用し

ていたものをなくす予定はありません。 

多世代交流もできるようなスペースも含

めた複合施設を建設する予定です。ユーベ

ルホールについては、定員が５００人です

が満員になることはほとんどないため、規

模に合わせた形で再編する予定です。 
 

５０ 

おでかけくんの会員になったが、予約

ができないため、タクシーを利用して

いる。運転手の問題もあると思うが、

２台から３台に増やすなどの対策を

お願いしたい。 
 

おでかけくんの増便については、考えてい

きます。増便となると陸運局の許可を得る

のに地域公共交通会議に諮る必要もあり

ますので、少し時間がかかるが考えていき

ます。 

５１ 

ふれあい広場のカギが閉まっている。

ときわ台の子ども達が、ふれあい広場

をいつでも利用できるように鍵を開

けておいてほしい。避難地にもなって

いるので、いつでも利用できるように

開放してほしい。 
 

ふれあい広場につきましては、９時～１７

時頃の間で利用できるよう鍵を開けて開

放しています。 

５２ 

１０月２６日にカーシェアリングの

講演会があったが、自治会が取り組む

にはハードルが高い。 

ときわ台は坂が多く買い物に行くに

も大変で引越しを考えないといけな

い。 

カーシェアリングをやってみようという

方もおられますので、実施に向けたサポー

トを行っていきたいと思っています。 

買い物などについては、今の段階では、デ

マンドタクシーの活用をお願いします。 
 

５３ 

カーシェアリングを行うことになれ

ば、町は補助を出すのか。 
 

何かしらの助成を行うことは必要と考え

ています。 
 

５４ 

小学校跡地利用について意見を聞く

などしてほしい。 
 

学校跡地利活用については、自治会長、地

区の方にも検討委員会の委員になってい

ただき、意見をいただいています。 
 

５５ 

ハニタスの運行結果を教えてほしい。 ハニタスの運行報告については、町ホーム

ページと令和７年 10 月号広報に掲載して

おります。コストがかかるため、持続的な

運行は難しい状況です。 
 

５６ 

デマンドタクシーはルートが決まっ

ている。午前中は、病院の送迎で忙し

い、午後と夜は時間を持て余してい

る。タクシーが残せるようにうまく使

って、積極的に使う手段を考えてほし

い。 
 

バスの乗務員不足のため、他の地域では黒

字路線でも減便、廃止となっている路線も

あり、町内の赤字路線も減便、廃止となっ

ている状況にあります。皆さんに少しでも

バスに乗っていただき、また、デマンドタ

クシーについても移動手段として積極的

に活用いただくようお願いします。タクシ
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ーの利用については、町としてどのような

ことができるのか検討していきます。 
 

５７ 

デマンドタクシーの利用方法を考え

てほしい。支所まで利用しているが、

帰りの便がない、買い物は日生のオア

シスに行ってる。 
 

デマンドタクシーは、１時間に１本の運行

を行っているが、１時間前の予約を３０分

の予約に変更できるかなどの方法を検討

していきます。 
 

５８ 

自治会で取り組んでいる子どもとお

年寄りのふれあいの取り組みなどを、

広報などで紹介してもらい自治会加

入促進のＰＲに使ってほしい。 
 

より良いコミュニティ形成が図れるよう、

引き続き自治会加入促進に向けた情報の

提供や相談などの支援を行いたいと考え

ています。 
 

５９ 

自治会は、行政の下請けではない。自

治会に対する対応と地域のコミュニ

ティ作りとして考えてほしい。 
 

自治会は地域住民の皆様が自主的に組織

された、地域自治の要となる対等なパート

ナーでると認識しています。その自主性を

最大限に尊重しつつ、協働によるまちづく

りを推進していきます。 
 

６０ 

町内に整形外科はできないのか。 西地区の整形外科も閉院となり、現在は町

内に整形外科はありませんが、開院いただ

けるよう努めていきます。 
 

６１ 

バスの減便等により交通の便が悪く

なっており、介護タクシーも利用が難

しいこともあり、近所の人に送っても

らう形になっている。 

コミュニティ・カーシェアリングとい

う方法もあるかもしれないが、先日、

町で主催の説明会に行ったがなかな

か難しいと考えている。 

カーシェアリングの際に同乗して事

故があったときに補償を役場でする

など、制度設計をしっかりして欲し

い。そうでないと怖くて運転ができな

い。 

交通に関して、阪急バスとの話し合い

はしていないのか。 
 

バス事業者と協議は行っております。減便

となり、運転手の確保が難しく黒字路線も

減便等をせざるを得ない状況となってい

ます。 

平日の昼間は乗車数が少ないため増便は

難しいかもしれませんが、今後も引き続き

協議を行っていきます。 

また、野間口、牧、寺田、切畑もバスが廃

線となっており、デマンドタクシー以外に

何かできる方法がないか検討していきま

す。 

６２ 

子どもに対しての防犯が心配である。

監視カメラなどは付けているのか。 

防犯カメラは、数年前に自治会に補助金を

出し設置してもらっています。 

ふたば園の送迎バスも運行していますの

で、利用いただき、小学校に上がれば、オ

ッタ、ミマモルメなどの見守り事業も行っ

ていますので利用いただきたいと思いま

す。 
 

６３ 町に熊が出た場合は、どのような対応 広域で対応できるよう会議を開いている。
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を行っているのか。 
 

大阪府や豊能警察、猟友会と連携し、現場

確認や町ホームページ、たんぽぽメール等

で情報発信を行い、自治会へ注意喚起を行

っています。町内でも目撃情報はあります

が、具体的な被害報告は聞いていません。 
 

６４ 

鹿が２頭、罠に引っかかった。メッシ

ュの網が破れた箇所からイノシシが

入ってくる。設置補助などを考えても

らえないか。 
 

有害獣の防止柵設置等の補助事業があり、

毎年、実行組合長会議、及び、行政連絡会

で案内しています。 

（補助率２分の１以内、上限額１０万円） 
 

６５ 

町の職員で猟銃を扱える職員はいな

いのか。 

何か対策は、できないのか。 
 

猟銃を扱える職員は、現在おりません。 

今後は、個人の対策と地域で取り組む獣害

対策を考えていくため、３月に専門家を招

き、取組みの紹介と地域の方々への意識向

上を図る予定です。 

地域で話がまとまれば、支援を行う予定を

考えています。 
 

６６ 

診療所の赤字はいくらぐらいか。 

医療機器、人件費などが大きいのでは

ないか。 

赤字の要因は、人件費が大きく、医療機器

の更新は、耐用年数があるため、定期的に

更新を行っていく予定となっています。 
 

６７ 

診療所の利用促進の施策として、何か

ないのか。免許返納も考えると、箕面

病院などは、患者の送迎もやってい

る。介護認定がないと福祉運送も使え

ない。良い先生がいても行く手段がな

い。 
 

他の地域でも同様の意見をいただいてい

るので、今後、考えていきます。 

６８ 

親と子どもが一緒に住めば、何かの特

典のある施策をしてもらえれば、介護

の問題も解決する。近隣に子どもが住

んでいる方も多いので、町内に住んで

もらえる施策をしてもらいたい。 
 

財政上の問題もありますが、人口増加につ

ながる施策を今後も考えていきます。 
 

６９ 

おでかけくんを町外に行けるように

利便性を上げてほしい。 

大きな病院に行けないかとの声はいただ

いているが、利用率が高く、町外運行を行

うと更に予約を行うのが難しくなります

が、将来に向けて考えていきます。 
 

７０ 

以前に町に住んでいた人が、町内に戻

ってくる施策をしてほしい。 
 

転入・移住促進の補助金などを行ってお

り、今年度からは、新たにＵターン奨励金

の補助金制度も行っています。 
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７１ 

免許返納後の高齢者の移動について、

ユーベルホールや西公での行事に参

加しにくい、低価格で利便性の良い公

共交通が必要である。 
 

どのような方法があるのか考えていきま

す。 
 

７２ 

シニアカーの利用や足腰の衰えで車

いすの利用者の増加が考えられるた

め道路環境の整備を行ってほしい。 
 

舗装点検に基づいて作成した舗装修繕計

画に従って修繕事業を執行しています。予

算、補修の優先順位からまだ未着手の場所

があるところがあることは把握していま

すが、局所的に損傷がひどい箇所等におい

ては予算の範囲内で対応していきます。 
 

７３ 

民生委員の年齢制限と平日昼間の会

議への参加がネックとなっており民

生委員の人材が不足している。 

いろいろな事をやっていただくことが多

くありますが、町や社協に繋いでいただく

ような形でやっていただけたらと考えま

す。 

高齢化の中、民生委員の協力員という制度

を設けさせていただき、業務の分散ができ

るようにやっています。今後は、業務内容

を広報等でお知らせしていきたいと思い

ます。 
 

７４ 

能勢電鉄の第三踏切があるが、川側の

法面が崩れている、能勢電鉄にも申し

入れをしており、カラーコーンを置い

たりしているが、現状は知っている

か。 

ポールが抜け落ちており、町か池田土

木の管理になるのか、現状を把握し対

応をお願いしたい。 
 

確認し対応していきます。 
 

７５ 

能勢高校の生徒が自転車でこけたこ

ともあり、町に連絡したところ、そこ

の箇所のみを修繕した、吉川中央線

は、町外の人も多く利用されるので、

早急に修繕してほしい。 
 

財政上の問題もありますが、対応していき

たいと考えています。 

７６ 

おでかけくんの利用を町外の医療機

関などに利用範囲を広げてほしい。 
 

大きな病院に行けないかとの声はいただ

いているが、利用率が高く、町外運行を行

うと更に予約を行うのが難しくなること

が予想されますが、将来に向けて考えてい

きます。 
 

７７ 

要支援１のまま長年継続できている

方がいる。このような人たちを表彰す

る制度、ポイント制度などを行うこと

ができないか。川西市で笑顔貯金など

川西市の取組みを参考に本町でも考えて

いきます。 



14 

 

の取り組みを行っている。町長からの

表彰があれば、更に健康に取組む励み

になるので、考えてほしい。事業所に

対しても何か補助をするなど行えな

いか。 
 

７８ 

移民問題、外国人の受入れは、町とし

てどう考えているのか。治安を危惧し

ている。土地の問題と空き家の問題が

あり、外国資本が購入して就労してい

る。町の状況はどうか。 
 

移民が多い地区はありませんが、介護サー

ビス系などの従事者に外国の人に頼って

いる状況はあります。国政の事と考えます

が、町としても注視していきたいと思いま

す。治安が保てることが課題だと思ってい

ます。 

土地の購入、投資については、把握できて

いない状況です。 
 

７９ 

公共施設再編のロードマップについ

て 
 

一般廃棄物管理施設の完成が、令和８年６

月の予定です。中央公民館、診療所、ふれ

あい文化センター、永寿荘の４つを１つの

複合施設に整備し、令和１０年４月の供用

開始を目指しています。 

再編後の旧施設の利活用については、地元

に意向を確認し、また、民間などの利活用

も考えていきます。 
 

８０ 

施設整備中の避難場所は、考えている

のか。 
 

整備工事中の避難場所としては、他の場所

を選定する予定です。 
 

８１ 

バスの廃止に伴って、住民が困ってい

る。 

議会からも要望もあり、昨年４月に路線バ

スが廃線され、デマンドタクシーの時刻改

正を行ったが、廃線された区域で、実証実

験などの検討を行っていきたいと思いま

す。 
 

８２ 

介護認定を受けないために頑張って

運転しているが、免許返納など急にバ

スを利用することになった時に移動

手段がないことになるので、何か対策

をしてほしい。 
 

今後は、コミュニティ・カーシェアリング

の取組みを進めていきたいと考えていま

す。 
 

８３ 

ほ場整備についてもお世話になって

いる。中間山間地域の要綱も改正され

る方向で動いていると聞いているが、

進捗状況を教えてほしい。 
 

府独自の制約は撤廃し、要綱が改正される

方向で動いていると聞いています。 

８４ 

ほ場整備の業者の選定でも経験のな

い業者がやっているので、支障が出て

きている。京都の方では、経験ある業

者を限定で行っているとも聞いてい

大阪府へ要望を行っていきたいと思いま

す。 
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る。高山でもやり直しをしていると聞

いており、発注する時に指名競争入札

とするべきだと思う。仕様書の中に実

績のある業者との選定を行うよう府

へ要望をしてほしい。税金の無駄遣い

にもなる。 
 

８５ 

相続人不在物件の管理について、清算

人をたてやっている物件がある。半分

は、決まって、半分は、国庫帰属を考

えている様です。河川敷、道路敷があ

るので、町へ相談があると思います。 

このような物件が増えると思うが、今

後の対応も考えてほしい。 

国帰属では、防火水槽の対応をしても

らわないとできない、地元としては必

要なものなので、何か対応を考えてほ

しい。 
 

個別の案件については、担当部署に相談に

来ていただき対応していきたい。 

相続に関しては、国としても罰則などの制

度はあるが、相続放棄してしまうと進まな

いことにもなるので、今後の対応は考えて

いきたいと思います。 
 

 


